
ヒtの舌における筋紡錘分布の増加は言語形成の進化と

密接な関節こあるように思える｡

舌筋の筋固有受容器の感覚神経細胞が何処に存在する

かは今後のニホンザルでの変性突放にまたなければなら

ない｡

･21･課運動様式に関与する顎筋構築と筋紡錘分布につ

いては,日下,,ニホソザルの頭部の30ミクロソのセロイ

ジ./連続切片標本を作成中であるので,観察が終了し次

弟報告する｡

.霊長弊歩行シミュレーションのための生体物

理常数の測定1)

木 村 賛 (帝京大･医)

我々 (京都大学近藤四郎,石田英夫,東京教育大学岡

田守彦,慶応大学山崎倍寿,帝京大学木村)はヒトのロ

コモーシtZソの進化過程究明の一手段として,霊長類歩

帝の運動力学的解析を行ってきている｡本年は昨年度に

ひきつづきシミAt/-シ耳ソによる解析を行うためにサ

ルの各位mlJ走を行った｡

まずニホソザル死体において生体物理常数 (各体節の

重畳慣性モメソトなど)の測定を行った｡またニホンザ

JL',マソトヒヒ,クモザル,テナガザル,オラソウーメ

ソを用いて二足立位,四足立位などの姿勢における盃心

位置測定を床反力計を応用して郷達した｡四足歩行シミ

ーレーシ■ソデータに用いるために.前面および側面の
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霊長規のバイべ〆1)ズムに関する比較運動学的研究｡

第2回姿勢･シソポジウム (1976).

三次元的姿勢変化を同時記録した歩行実験をニホソザル

およびクモザルにおいて行った｡なお昨年度までの歩行

運動測定資料にオラソウーメソ (研究所外飼育)を加え

ることができた｡

これらの研究により次の結果がえられた｡霊長茄の歩

行は他の四足幅乳街と異なり.後肢が推進.体支持に盃要

であることがわかっている｡今回の静的正心測定によっ

て,静的にも後肢に多くの体重を配分していることがみ

とめられた｡この特徴は二足歩行へ移行するのをかなり

容易にするものといえよう｡新たに加えたオラソウーメ

ソの例も今までの結論を補足するものである｡その歩行

の特徴はチソバソS;-,クモザルなどとtと近い歩行型

に属するものであることがわかった｡

三次元的同時測定資料を得られたことにより.四足歩

行シミュレ～シさソほ現在作成中である｡ヒT･の歩行が

他の陸上四足嘱乳類とは異なり,霊長類歩行とは連続的

なものであることが,シミュt,-ショソによりさらに量

的に表現されうると思われる｡

計算機シミュレーションによる霊長叛の4足
歩行の力学的解析

山崎 信寿 (慶大･エ)

4足歩行の力学的解析を行うために,喧 の々霊長掛こ

適用可能な歩行の汎用数学モヂ)I,を作成し,馬子計井校

シミュレーショソによる解析を行うことを目的として,

そのための基礎的研究を行った｡

本研究では特にモデル化に必要な形態学的計測及びシ

ミュレ-ショソのための身体各部遊動変位のnTl定を行っ

た｡又数学モデルの妥当性の評価のために,主要筋電及

び床反力の同時記録を行った｡すなわち室内突放では16

mmカメラ,床反力計,筋電計を用い,ニホソザル,クモ

ザル,ヒヒ各一頭の4足歩行と比較のための2足歩行の

記録を行い,さらに初めての試みとして,屋外実験では

ニホンザ/I,, クモザJI,各一双の4足及び 2足歩行た対

し,16mmカメラ2台による3次元軸足と床反力&Tl定を

行った｡この間,霊長類の形態及び運動の特徴について

随時観察と写真投影を行い,モデル化の基本的拘束条件

について検討を行った｡

本研究により,霊長杭の4足歩行における脇電,床反

力,運動変位の総合的データを得ることができた｡掛こ

運動変位の3次元測定が行えたことは,引き続き52年度

に予定している具体的数学モデルの作成及びシミーレー

シヱソによる解析に央重な資料となるであろう｡さらに

今後は本研究による4足歩行の解析結果をすでに行った

2足歩行の解析結果と比較し,直立2足歩行の進化に対

する力学的考察を加える予定である｡
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